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令和２年度

６月１日から、学校が再開しました。

新しい生活様式や、social distanceを意識して、学校生活を送っています。

家庭科の授業で、全校生徒がマスク作りに挑戦しました。

最近、手に入るようになってきた不織布マスクですが、一時は店頭から消え、入手困難になってい

ました。また、布マスクを作る材料の”ダブルガーゼ”や”マスクゴム”も、どこのお店も売り切れてい

たことがありました。

今回は、薄手のタオルを使って、手縫いでマスクを作成します。タオル生地を裁断し、マスクサイ

ズに折りたたみ、両端のゴムを通す部分を手縫いします。タオル生地が重なると、針を通すのも大変

なところがありましたが、皆、がんばって完成させました。完成したマスクに刺繍をしたり、イラス

トをかいたりして、アレンジしている生徒もいました。休校中に自分でマスクを作ってみた生徒もい

ました。これから気温も高く、暑くなってくるので、今回作成したタオル地のマスクをつけるには、

暑いかもしれません。また冬に向けて自宅で保管しておいて下さい。

今回使用した”マスクゴム”は、休校中に、かほく市の企業から寄付して頂いたものです。有効に活

用することができました。本当にありがとうございました。

先生から、他にもいろいろなマスクの作り方を紹介していただきました。

ハンカチにゴムを通して、縫わずに仕上げるマスクや、キッチンペーパーと両面テープで作る最近

話題の大臣風マスクの作り方など、いろいろな材料、いろいろな作り方でマスクが作れます。

興味のある方は、また自宅で挑戦してみてくださいね！

家庭科の授業でマスクを作りました。
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